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　小城家の支出

　小城家の収入

　小城市の平成２０年度の決算がまとまりました。普通会計の決算をもとに前年度と比較
しながら家計に例えてみましたので、一緒に見ていきましょう。

　小城市の平成２０年度普通会計決算額を１か月の家計に例えてみると、小城家の１か月の収
入額は、３５万８千円（昨年度より５千円の増）です。
　収入のうち給料にあたる市民税で２千円、新たな借入金で４千円増えていますが、雑収入
で５千円弱減っています。これは保健福祉センターの指定管理者制度導入による、使用料の
減によるものです。
　支出では、生活費の中でローンの返済が大きくなっています。これは以前、利率が高いと
きに親（国）から借りていた資金（借金）の繰上返済を行ったためです。その他生活費の自
治会費・クラブ会費等が減っている主な要因は、農業振興（担い手農地集積高度化促進事業）
による負担金が減ったためです。また、家の増改築費が減ったのは、小城中学校の改築が終
了したためです。

人件費
34億1,802万円（20％）

市税
40億8,006万円
　　　　（25％）

国・県支 出金
22億4,795万円
　　　（13％）

扶助費
21億4,597万円
　　　　（１３％）

繰出金16億1,436万円（10％）

公債費　　　
24億4,642万円
　　　　（１5％）物件費

16億3,291万円（１0％）

補助費等
17億6,532万円
　　　　（11％）

投資及び
出資金・貸付金
1億4,677万円
　　　　（１％）

維持補修費
6,935万円
　　（0％）

積立金
1億7,838万円
　　（1％）

投資的経費
25億8,613万円
　　　　（15％）

歳計剰余金※2

6億6,106万円（4％）

地方交付税
61億2,232万円（３7％）

その他の交付金
6億7,297万円（４％）

諸収入
3億2,669万円（2％）

分担金・
負担金・寄付金
2億850万円（1％）

使用料・手数料
2億1,795万円（1％）

財産収入
2億903万円（１％）

繰越金
3億6,440万円（２％）

繰入金
2億7,721万円（2％）

地方債
１9億3,760万円（12％）
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備考増減率
C／B

増減額
Ａ−B C

平成１９年度
B

平成２０年度
Ａ内　訳

人件費▲ 2.6▲ 1,92675,51073,584食　　費

生活費 扶助費4.62,01744,18246,199医療費、
教育費等

公債費20.79,02043,64752,667ローンの返済

物件費▲ 6.6▲ 2,49037,64335,153光熱水費・消耗品等

その他生活費

補助費等▲ 6.5▲ 2,63240,63638,004自治会費・
クラブ会費等

繰出金5.31,74933,00534,754子供への仕送り

維持補修費▲ 26.1▲ 5282,0211,493家の修繕費
投資及び出資
金、貸付金6.61962,9643,160友達へ貸した

お金
積立金130.52,1741,6663,840貯金

投資的経費▲ 5.2▲ 3,06758,74155,674家の増改築
費用家の増改築費

歳計剰余金7.91,04513,18614,231来月への
繰越金その他

1.65,558353,201358,759合　計

備考増減率
C／B

増減額
Ａ−B C

平成１９年度
B

平成２０年度
Ａ

市税3.02,55685,28087,836給料

地方交付税

国庫支出金

都道府県支出金

その他の交付金

0.1183194,500194,683親からの援助

諸収入

分担金・負担金・
寄附金

使用料・手数料

財産収入

▲ 19.0▲ 4,85425,56820,714雑収入

繰入金87.62,7863,1825,968貯金の取崩し

繰越金9.66847,1617,845前月からの繰越金

地方債11.24,20337,51041,713新たな借入金

1.65,558353,201358,759合　　計

（単位：円、％）

（単位：円、％）

※１自主財源とは、市が自ら調達することができる収入です。
　　依存財源とは、国や県の決定や割り当てに基づいて収入するも
　のです。

■　小城家の１か月の収入・支出の内訳　■ ■　普通会計　歳入・歳出の内訳　■

※２歳計剰余金とは、歳入総額−歳出総額の金額です。

H２１．３．３１　住民基本台帳人口　４６，４５１人
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　　平成２０年度決算報告

指標からみる財政状況
【経常収支比率】使途を制限されない経常的な収入（地方税、普
通交付税等の毎年収入される性質のもの。）に対する経常的な支出
（人件費、公債費、扶助費等の毎年経常的に支出されるもの。）の
割合が低いほど自由に使えるお金があることになります。

【公債費比率】市町村の一般財源の標準的な規模（標準財政規
模）に対する公債費（借金）の占める割合のことです。借金の償
還が市の財政を圧迫していないかを示す指標です。

【実質公債費比率】平成１８年度から市債（借入金）の発行が許可
制から協議制に移行したことに伴い、従来の起債制限比率にかわ
り、この新しい比率で起債制限を行うこととされました。この比
率が１８％以上になれば、地方債の許可団体となり、２５％以上にな
れば、単独事業の起債が認められなくなる起債制限団体となりま
す。

【財政力指数】地方公共団体の財政に力があるかどうかを表す指
標です。財政力指数が高いほど自主財源（地方公共団体が自ら調
達できる財源）の割合が高く、財政力が強いことになります。こ
れが１を超えると、普通交付税はゼロで不交付団体となります。

　小城市の貯金は、１５９億１，４５９万円とな
り、昨年度と比べると１億８，１８２万円増
えました。また、借入金は昨年度と比べ
ると７億４，９３１万円増え２８９億７，２６８万円
となりました。一般会計においては、今
後も学校施設の改築事業をはじめ、中心
市街地活性化事業等を計画しています。
また、下水道事業は、現計画では、平成４５
年までの予定となっています。そのた
め、小城市の貯金は年々減少し、逆に借
入金が少しずつ増加していくものと考え
られます。
　企業会計の借入金は、新たな借入金も
なく、前年度と比べると５，７５８万円減り、
１１億５，４３９万円となりました。

市の財政についてご意見・ご提案をお
聞かせください。
【問合せ】財政課　財政係（牛津庁舎）
担当　下村・手塚
E-mail　zaisei@city.ogi.lg.jp
☎６３−８８０４

平成
１９年度

平成
２０年度

９３．１％９１．５％
経常収支比率
財政の弾力性
（ゆとり）の指標

１３．４％１１．９％
公債費比率
借金返済の割合

８．６％８．７％
実質公債費比率
実質的な
借金返済の割合

０．４８３０．４８６
財政力指数
自前の財源の割合
（３か年平均）

９５．７%９６．７％
市民税徴収率
（現年課税分）

貯金（年度末残高）
対前年度増減額平成１９年度平成２０年度基金名

５４１万円１４億１，３３０万円１４億１，８７１万円財政調整基金
△１，８３１万円１６億５，６６５万円１６億３，８３４万円減債基金
２億４，１２２万円１７億７，２９５万円２０億１，４１７万円公共施設整備基金
△４，６５０万円１０８億８，９８７万円１０８億４，３３７万円その他特定目的基金
１億８，１８２万円１５７億３，２７７万円１５９億１，４５９万円合　　　計

※普通会計分の基金残高です。

借入金（年度末残高）
対前年度増減額平成１９年度平成２０年度会計
△１億６，６８５万円１８０億１，１０９万円１７８億４，４２４万円一般会計
△１，７２６万円５，５８４万円３，８５８万円簡易水道特別会計
９億３，３４２万円１０１億５，６４４万円１１０億８，９８６万円下水道特別会計
７億４，９３１万円２８２億２，３３７万円２８９億７，２６８万円合　　　計

企業会計借入金（年度末残高）
対前年度増減額平成１９年度平成２０年度会計
△４，４４４万円８億８，７５８万円８億４，３１４万円水道事業会計
△１，３１４万円３億２，４３９万円３億１，１２５万円病院事業会計
△５，７５８万円１２億１，１９７万円１１億５，４３９万円合　　　計

　小城市の貯金と借入金
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歳出決算額歳入決算額会計名　
１６０億２１５万円１６６億５，５３５万円一般会計

普通
会計

３，４４５万円３，４９１万円授産場特別会計
３６万円７７７万円小柳育英資金特別会計

１６０億３，６９６円１６６億９，８０３万円小　　計
２，１７６万円２，３３９万円簡易水道特別会計

特別
会計

　３２億３，２９３万円　３２億７，８１０万円下水道特別会計
　４５億６，３４２万円　４５億１，０９８万円国民健康保険特別会計
　５億９０２万円　５億１，２５３万円老人保健特別会計
　３億９，２８６万円　３億９，６８２万円後期高齢者医療特別会計
８７億１，９９９万円８７億２，１８２万円小　　計
２４７億５，６９５万円２５４億１，９８５万円総　　合　　計　

平成２０年度会計別決算

※平成２０年度決算（普通会計）（４ページ）と上記普通会計の小計が合わないのは、普通会計間でのやり取りがあったためです。

資本的収入及び支出収益的収入及び支出会計名
　　７，４７４万円資本的収入９億９，５５５万円病院事業収益

病院事業会計
　１億３，２１６万円資本的支出１１億９，４２５万円病院事業費用
　　　　４８４万円資本的収入　２億８，２７０万円水道事業収益

水道事業会計
　２億５，５４０万円資本的支出　２億７，３６４万円水道事業費用

各会計の決算収支

平成２０年度公営企業会計決算

平成２０年度各課の主な事業を紹介します。
高齢障害福祉課（現福祉課）　　　　　　
災害時要援護者把握事業　　　　　　３，４３７千円
　｢避難支援プラン」に基づき災害時における要援護者
の実態を把握するとともに、その情報を災害時要援護
者システムで一元管理し、要援護者の避難誘導等に活
用できるようになりました。

健康増進課　　　　　　　　　　　　　
がん検診事業 　　　　　　　　　　３１，４５５千円
　がんの早期発見、早期治療に結びつけるためのがん
検診（胃、肺、大腸、子宮、乳、前立腺）

国保年金課　　　　　　　　　　　　　
特定健康診査等事業 　　　　　　　１３，５３３千円 
　４０歳以上の被保険者に対し義務化された内臓脂肪型
肥満に着目した健康診査と保健指導を行いました。

総務課　　　　　　　　　　　　　　　
防災行政無線設備整備事業　　　　２２４，７７１千円
　平成１９年度から３か年の継続事業で、設備の更新と
デジタル化を進めています。今年度は主に防災行政無
線（小城・芦刈地区子局）の整備を行いました。

企画課（現総務課）　　　　　　　　　　
広報紙発行事業　　　　　　　　　　９，０２５千円
　小城市の行う事業等を広く市民の皆様に広報するた
め、毎月２回広報紙を発行しています。

企画課　　　　　　　　　　　　　　　
ふるさと納税推進事業　　　　　　　２，７９４千円
　ふるさと小城市づくりに対し、貢献や応援したい
方々の想いを寄付としてお願いし、それを税制面で優
遇する制度を推進するものです。（うち、２，０４２千円は
寄付いただいた分を基金に積立てたもの）

地域情報通信基盤整備事業　　　　１２９，４０９千円
　小城町の未整備地区について、ケーブルテレビによ
るブロードバンドインターネット網の整備を行いまし
た。
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　　平成２０年度決算報告

中心市街地活性化推進室　　　　　　　 
（現都市整備推進室）　　　　　　　　　 
中心市街地活性化基本計画策定事業  ２，１００千円
　文化、伝統を育み、商業・業務・教育・居住等の都
市機能が集積された「小城市の顔」としての中心市街
地の再生を図るため、中心市街地活性化基本計画を策
定しました。

下水道課　　　　　　　　　　　　　　
家庭用浄化槽設置事業　　　　　　 ３４，６９２千円
　家庭用の浄化槽設置者に対する補助を行いました。

下水道整備事業　　　　　　　　２，６２０，９２８千円
　小城市内の下水道計画区域の浄化センターや管渠の
整備を進めました。

教育総務課　　　　　　　　　　　　　
小城中学校改築事業　　　　　　１，０２１，０７７千円
　老朽化に伴う校舎及び体育館の改築を行いました。

牛津中学校改築事業 　　　　　　 １４４，９９１千円
　平成２２年度末の完成を目指して、老朽化に伴う校舎
の改築を進めています。

こども課　　　　　　　　　　　　　　
乳幼児医療費助成事業　　　　　　 ７１，８８２千円
　就学前の乳幼児を対象に医療費の助成を行いまし
た。

学校教育課　　　　　　　　　　　　　
子ども支援事業　　　　　　　　　 １９，６５５千円
　いじめ・不登校などの問題行動等の教育相談事業や
子どもサポーターによる特別支援事業の組織・業務等
を体系化し、子どもたち一人ひとりの教育的ニーズに
応じて適切な教育支援を行いました。

生涯学習課　　　　　　　　　　　　　
体育施設管理事業　　　　　　　　 １６，３１７千円
　小城体育センターの屋根改修工事を行いました。

文化課　　　　　　　　　　　　　　　
２２世紀に残す
佐賀県遺産支援事業
　　　　　 　１０，０００千円
　２２世紀に残す佐賀県遺産「日
本福音ルーテル小城教会」への
修理補助を行いました。

生活環境課（現環境課）　　　　　　　　
ごみ減量化推進事業 　　　　　　　２１，６８０千円 
　各行政区の指定された場所で毎月第１水曜日から第
４水曜日までの各週に種類別の収集を実施しました。

広域清掃センター建設推進課　　　　　 
（現環境課）　　　　　　　　　　　　　
一般廃棄物中継センター建設事業　　６，１４９千円
　中継センター施設整備の基本計画及び測量業務委託
を行いました。

農林水産課　　　　　　　　　　　　　
強い水産業づくり交付金事業　　　１９７，０１８千円
　ノリ共同委託加工施設の設置に対する補助を行いま
した。

農村整備課　　　　　　　　　　　　　
「農地・水・環境保全向上対策」共同活動支援事業

　　　　　　　 ２９，１００千円
　農地・水・環境の良好な保全とその質の向上を図る
ため、農業者だけでなく地域住民と一体となって活動
し、農村の自然や景観を守る活動組織に助成を行いま
した。

商工観光課　　　　　　　　　　　　　
中小企業小口資金貸付事業　　　　 ６８，２７６千円
　市内中小企業者に対する資金の融資を円滑にするこ
とにより、経営の安定化を促進し、中小企業の振興を
図りました。 

建設課　　　　　　　　　　　　　　　
洪水ハザードマップ作成業務　　　　６，６９０千円
　国、県が公表した洪水時における
想定浸水深等を基に、避難所や避難
経路、要援護者施設等を表示した洪
水ハザードマップを作成し全戸配
布しました。

まちづくり推進課　　　　　　　　　　 
（現都市整備推進室）　　　　　　　　　 
まちづくり交付金事業　　　　　　 ２６，８１９千円
　人口減少が進行する芦刈地区の拠点形成のため、実
験物販所の運営、景観ガイドライン・街づくりルール
ブックの策定、市道の整備や三王崎農村公園の設計、
まちづくり活動に対する助成を行いました。




